
新潟県中越・中越沖地震の教訓
活かされていますか…!!

東京電機大学校友会 ／ 新潟県央電機会主　催

地震大国
日本の対策は？
地震大国
日本の対策は？

講演会

東京電機大学　安田 進　名誉教授（土木学会フェロー）
（日本地震工学会 会長、地盤工学会 副会長、国際地盤工学 委員長　等歴任）

講　師

令和５年８月26日㈯  午後２：00～３：30　日　時

新潟県央電機会　幹事：星野 携帯【090-3680-1585】  平日９：00～17：00

QRコード読込（https://www.tduaa.or.jp/know_category/topics/） or 電話申込み
申込み
問合先

アオーレ長岡　市民交流ホールA会　場
先着
100名

聴講料
無料

2004年 新潟中越地震　被害状況

住宅全壊 下水道マンホール浮上山古志斜面崩落

2007年 中越沖地震　被害状況・対策地

ノンフレーム工法柏崎市鯨波　無被害 柏崎市～刈羽村での液状化被害越後線の盛土の変状
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2026年(令和8年)
９月吉日

号外

毎年定期総会開催

2024年　第41回　お国自慢講演会2024年　第41回　お国自慢講演会
テーマ「資産・財産相続・遺言書」テーマ「資産・財産相続・遺言書」
　　　　　「茶道宗偏流の解説と実演」「茶道宗偏流の解説と実演」

2025年　第42回　吉乃川酒造（醸蔵）2025年　第42回　吉乃川酒造（醸蔵）
テーマ「酒作りの秘話、ビール製造開始」テーマ「酒作りの秘話、ビール製造開始」

　

三
年
前
は
新
潟
県
央
電
機
会
40
周
年
記
念
大
会
で
「
中
越
地
震
の

教
訓
は
活
か
さ
れ
て
ま
す
か
…
！
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
土
木
学
会
フ
ェ

ロ
ー
、
安
田
進
博
士
（
東
京
電
機
大
学　

名
誉
教
授
）
の
講
演
会
を

一
般
市
民
の
方
々
も
交
え
開
催
致
し
ま
し
た
。
一
昨
年
（
41
回
定
期
総

会
）
は
趣
を
変
え
て
長
岡
藩
主
ご
子
息
牧
野
忠
慈
（
Ｈ
26
年
未
来
科

学
部
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
学
科
卒
）「
茶
道
宗
偏
流
の
解
説
と
実
演
」
を

講
演
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
は
創
業
４
６
０
年
の
酒
蔵
「
吉
乃
川
酒

造
（
醸
蔵
）」
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
「
酒
作
り
の
秘
話
、
ビ
ー
ル
製
造

開
始
」
テ
ー
マ
で
併
せ
て
Ｏ
Ｇ
会
員
交
え
て
の
開
催
が
出
来
ま
し
た
。

【差出人】　　　東京電機大学校友会 新潟県央電機会事務局
　　　　　　　メール  tdu.nikenou@gmail.com
　　　　　　　住所  〒940-0834　長岡市末広2-2-17

2023年　第40回記念大会2023年　第40回記念大会
テーマ「中越地震の教訓は活かされてますかテーマ「中越地震の教訓は活かされてますか…… !」!」

前列左端　安田名誉教授（土木学会フェロー）講師
前列右端　遠藤良一　大先輩（90歳）夫妻で出席

（電機学校卒　六日町越前屋旅館経営）
前列２段目右端４番目　上西校友会理事長
前列２段目右端３番目　松崎同窓会会長
前列２段目右端　柳田元同窓会会長（小千谷市出身）
後列左端２番目　福井県支部　伊藤支部長　
　　　　　　　　（他県支部活動状況見学で出席）

（1）　 2026 年（令和８年）９月吉日新　潟　県　央　支　部　だ　よ　り
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長
岡
市
子
供
会
連
絡
協
議
会
主
催
の
定
例
イ
ベ
ン
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で
す
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６
年
前
か
ら
長
岡
市
よ
り
要
請
が
あ
り
長
岡
高

専
と
電
大
で
「
ロ
ボ
コ
ン
軍
団
」
と
し
て
参
加
し
て
お

り
ま
す
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未
来
科
学
部
ロ
ボ
ッ
ト
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
学

科
よ
り
石
川
学
部
長
が
毎
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ご
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頂
き
研
究
生
と
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緒
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
教
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ロ
ボ
ッ
ト
作
成
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室
を
開

い
て
、
子
供
達
を
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せ
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自
動
運
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ボ
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ボ
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ト
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ラ
ン
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（
２
本
足
）
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ボ
ッ
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等
、
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各
学
部
紹
介
、
授
業
風
景
投
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。
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電大・長岡高専、
県央会役員スタッフ一同

子どもフェスティバル
（2）　2026 年（令和８年）９月吉日 新　潟　県　央　支　部　だ　よ　り



ガトリング砲の前で記念撮影

東京電機大学安田元学長講演と
長岡藩第17代長岡藩主牧野殿様

長岡市摂田屋（醸造の町）かど屋にて懇親会
平成25年第１回秋の交流会開催

拝殿一同

登り屋台都野神社拝礼

　

新
潟
県
央
電
機
会
は
毎
年
定
例
総
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
本
校
の
学
長
や
校
友
会
理
事
長
を
お
招

き
し
て
の
開
催
で
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
地
場
で
著
名

な
先
輩
方
々
が
講
演
会
を
行
い
会
員
一
同
ま
た
家
族

含
め
懇
親
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

安田浩元学長
JPEG-1、MPEG-2、
発明者
米民生技術協会
（CTA）殿堂入り
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の
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流
会
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家
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・
友
人
一
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井
継
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摂
田
屋
地
区
は
酒
・
味
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醤
油
・
等
を
製
造
し

て
い
る
地
区
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昔
か
ら
越
後
の
天
領
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と
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親
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ま
れ
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き
ま
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さ
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吉
乃
川
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等
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た
し
ま
し
た
。　

　

幕
末
戊
辰
戦
争
で
長
岡
藩
河
井
継
之
助
は
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軍
と

小
千
谷
の
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眼
寺
で
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判
し
た
。
無
念
に
も
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と

な
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火
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ま
っ
た
…
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頃
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Ｓ
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２
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の
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神
社
の
屋
台
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登
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「
登
り
屋
台
」
の
威
勢
と
掛
け
声
が
秋
の
風
物
詩
と

し
有
名
で
す
。都
野
神
社
は
平
安
時
代
か
ら
建
立
さ
れ
、

戦
国
時
代
の
直
江
兼
続
家
、
井
伊
直
弼
家
、
代
々
の
名

将
家
を
お
守
り
し
、
更
に
近
隣
25
ヶ
所
の
神
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を
も
統

治
し
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
由
緒
あ
る
神
社
で
あ
り

ま
す
。
壮
大
な
大
祭
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

新
潟
の「
米
」と「
水
」

と
「
気
候
」
で
四
六
〇

年
の
歴
史
を
受
け
継
が

れ
た
「
技
」
の
最
高
峰

「
秘
蔵
酒　

吉
乃
川
」

で
す
。

術
等
を
学
ん
だ
長
岡
藩
屈

指
の
宰
相
は
当
時
ま
だ
全

国
に
数
台
し
か
な
か
っ

た
「
ガ
ト
リ
ン
グ
砲
」
を

戦
術
の
一
つ
と
し
て
西
軍

に
立
ち
向
か
っ
た
次
第
で

す
。
形
勢
は
混
沌
と
し
、

西
軍
を
一
挙
に
追
い
払
う

戦
況
に
な
り
ま
し
た
。
秋

の
交
流
会
の
史
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巡
り
の
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で
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。

（3）　 2026 年（令和８年）９月吉日新　潟　県　央　支　部　だ　よ　り



新潟県にお住まいの新潟県にお住まいの
東京電機大学卒業生のみなさまへ東京電機大学卒業生のみなさまへ

東京電機大学校友会　新潟県央電機会からのお知らせです

東京電機大学東京電機大学
東京千住キャンパス東京千住キャンパス

1976年（昭和51年）
電気通信工学科卒

TDU新潟県央電機会だより
　　　　　　　　2026年版号

東京電機大学　校友会

　東京電機大学卒業生のみなさま　
　新潟県央電機会の井口と申します。同一県に二つの校友会組織があるのは全国で、唯一
「新潟県央電機会」と「新潟電機会」のみです。毎年定期総会を実施しており、一昨年は
第41回目を迎え、お国自慢講演は「資産・財産相続・遺言」をテーマに猪俣行政書士（S50
年応用理化卒）より遺言書の書き方を教わりました。又第二弾の講演会は、「牧野家茶道　
宗偏流の解説と実演」を牧野忠慈さん（H26年未来科学部卒、長岡藩主ご子息）から茶道
の手解きと実演交え併せて電大友の会（一般の市民有志）の方々もお誘いしての開催でした。
　昨年は趣を変えて、460年の歴史ある吉乃川酒造「醸蔵」（牧野家
の奥様実家）で開催し、酒作りの秘話と吞み比べ、見学会も同時開
催し併せてOG（女性卒業生）会員にも呼びかけ、3名のOG会員が参
加してくれ楽しい場作りの中で開催出来ました。
　今年は東京電機大学から射場本学長をお招きして、「雪国の省エネ
対策」の講演とシステムデザイン学部、前田学部長から「AIの進化
と未来」の講演を頂く予定です。沢山の参加をお待ちしております。

東京電機大学校友会　新潟県央電機会　会長　井口光秋　

長岡郵便局

料金別納
郵便


